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本活動の背景

環境保全活動の現場から
✓ 水辺で保全活動をするボランティアの方々との経験から、ボランティアに参加
する人々の様々な思いを知る

✓ 地球温暖化などの環境の変化によって、保全活動の内容も変わってきている

✓ 地域への貢献やコミュニティとの繋がり

が人生を豊にする一助になる

北区こどもの水辺 環境教育活動

研究活動の現場から
全地球規模で進む

✓ 気候変動による変化
✓ 外来種の問題が深刻化
✓ プラスチック汚染
✓ 河川の水量が減少
✓ 生物多様性の減少



本活動の背景と目的

 社会の構成員、産業構造や地球環境の変化により、市民の自然と
の関わり合いは、徐々に、しかし、着実に変容している

 海外でも同様な変容が起きているが、課題は様々である

この現在をショートフィルムに記録する

✓ 50年後の次世代へこの活動の社会的意義と貢献を残す
✓ 身近な水辺空間の環境変容に対峙する人々の活動と思い
✓ 日本および海外での水辺空間の課題の違い
✓ 世界へ発信（全編英語で発表）



ショートフィルムの主題

1. 異なる国で今どのようなことが課題となっているのか？

2. 人々の水辺へ寄せる思い

3. 今後５０年間の我々の課題はなんでしょうか？

（What challenges will it face in the next 50 years?）

水辺空間に関する市民の声を日本と協力国（マレーシア、イギ
リス）で取材をし、ドキュメントショートフィルムを作製する

活動内容の概要



活動報告 1 

月日 活動内容

2024年6月 全体会議をweb meetingで実施（協力者：イギリス・インド）

2024年7月 日本の活動対象地区である北区子供の水辺（団体）へ取材の申し込みを行い、子供の水辺の連
携協議会へ出席し、活動の趣旨説明

2024年8月 イギリスへ取材

2024年9月 北区子供の水辺 １回目のインタビュー

2024年10月 北区子供の水辺 2回目のインタビュー

2024年11月 動画の編集を始める

2024年１２月 当初のメンバーだったインドの協力者と連絡がとれなくなり、他の協力者としてマレーシアの
研究者の承諾を得た

2025年1月 イギリスの協力者とweb meeting （マレーシア）

2025年2月 マレーシアへ取材

2025年3月 イギリス・ケンブリッジ大学チャーチルカレッジ・Bill Brown Creative Workshopにてショー
ト動画の最終的な編集仕上げ及び試写会を実施

2026年4月 YouTubeに動画をアップ及び中央大学HPに活動内容をアップ



活動報告 2 北区こどもの水辺

撮影場所：東京都北区こどもの水辺

インタビュー対象者
北区水辺の会の皆様

課題
• ボランティア人材の高齢化
• 外来種の増加
• 専門的指導者の不足



活動報告 ３ マレーシア

撮影場所：クアラルンプール（クラン川）

インタビュー対象者
マラヤ大学の大学生
環境NPO法人の活動家

課題
• 川ごみが多く、政府が改善に力を入れている
• 雨季に大量の雨により、大型ごみが川上から
川下へ輸送される

• 国民の環境保全意識が低い



活動報告 4 ケンブリッジ （英国）

撮影場所：ケンブリッジ（ケム川）

インタビュー対象者
ケンブリッジ大学の大学生

課題
• 地域開発の波による水質の悪化
• ケム川でのレジャー利用（水泳など）
• ケム川に対する精神性の継続
• パンティングビジネス



完成したショートフィルム

https://youtu.be/NYPvzZ-tvsI?si=v8gWst8UD2ph8JnA

完成したショートフィルムを
少しご覧ください。

ショートフィルムの英文タイトル
は、協力者たちと相談して

“Rivers：Voice of Change” 
としました。

スピンオフ動画（学生作製）
【環境保全】Our River ～未来へと流
れる川～ 荒川

https://youtu.be/HC06PjIei
SY?si=iJN9TvC2jfh02Wcq

https://youtu.be/HC06PjIeiSY?si=iJN9TvC2jfh02Wcq
https://youtu.be/HC06PjIeiSY?si=iJN9TvC2jfh02Wcq


活動報告 ４ YouTubeに公開・試写会

試写会の様子
BBCWのインスタグラム

試写会の立ち会い
（2025年3月）

BBCWの展示例



活動報告 ５ 大学HPに公開

https://plus-c.chuo-u.ac.jp/news/5386/



https://www.chuo-u.ac.jp/researchhttps://www.chuo-u.ac.jp/research/news/2025/04/80042/

活動報告 ５ 大学HPに公開



まとめ

海外２カ国の参加を得て、水辺空間に関する市民の声をまとめることができた。こ

のショートフィルムを作製したことで、水辺空間に寄せる人々の声が、その国の社
会課題を映すことを見出した。

取材を通して改めて
✓ 水辺空間が人々の生活や精神生活に深く根ざしたものである
✓ それぞれの国の事情に応じて、水辺空間の第一課題が異なる

課題として
✓ 取材は非常に繊細な活動で、国により大きな制約を受ける場合がある
✓ ショートフィルムの広報活動（ YouTube以外のSNSの併用など）

今後の展望
✓ より多くの市民の声を拾い、ドキュメントフィルムを継続的しシリーズ化したい



謝 辞

貴団体のサポートにより、世界の水辺環境に対する人々の声を集
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出せるものとなりました。
ここに、深謝申し上げますと共に、協力してくださった関係者の皆
様にも合わせて御礼を申し上げます。
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